
第1学年1組　国語科 学習指導案 
 

​             日　時　令和８年２月20日（金） 
​        　 授業者　松尾　友美　 
 
１　単 元 名　　　すきなところをつたえよう～「スイミー」～　　 
 
２　単元の目標 
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読することができる。       ［知識及び技能］（１）ク 
・文章の内容と自分の経験とを結び付けて、感想をもつことができる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［思考力・判断力・表現力等］C(１)オ 
・場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像することができる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［思考力・判断力・表現力等］C(１)エ 
・自分なりに進んで場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像したり、文章を読んで 
  感じたことや分かったことを友達と共有したりしようとする。             ［学びに向かう力、人間性等］ 
 
３　単元で取り上げる言語活動 
　物語を読み、心に残ったところや感想を伝え合う。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連：〔思考力・判断力・表現力等〕C（２）イ） 
 
４　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①語のまとまりや言葉の響きなど
に気を付けて音読している。 

①「読むこと」において、文章の内
容と自分の体験とを結び付けて、
感想をもっている。  
②「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや分かったことを共
有している。 

①進んで文章の内容と自分の体験
とを結び付けて感想を持ち、学習
の見通しをもって物語の好きなとこ
ろを伝え合おうとしている。 

 
５　授業構想 
　本教材は、色彩豊かな挿絵と、谷川俊太郎翻訳によるリズム感溢れる美しい比喩表現が特徴的なレオ・レオニ
の代表作である。主人公スイミーが、家族を失うという深い喪失感を乗り越え、海の素晴らしい生き物との出会い
を通して自己を再生し、最終的に『目』としての役割を見出す物語は、子どもの自己肯定感を高め、他者と協力
することの価値を学ぶ上で極めて優れた教材である。一文が短く、反復や倒置などの表現の工夫が凝らされた
文章であり、声に出して読むことで、言葉の響きやリズムを味わうことができるだろう。また、多彩で分かりやすい
比喩表現が用いられ、人物や周りの世界の様子を豊かに想像しながら読むことができる。楽しみながら音読表
現に取り組める教材である。 
 
　本単元では、登場人物の行動や会話、登場人物の周りの様子などに注目して物語の心に残った一文を見つ
け、その一文を選んだ理由をカードに表現し、伝え合う言語活動を設定している。叙述に着目したり、物語には
描かれていない人物の会話や様子を想像したりすることで、具体的に物語を捉えさせ、心に残ったところやその
理由を考えられるようにしていく。そのうえで、心に残ったところを音読で表現することで、物語への理解を深め、
自分の思いを明確にしていく。また、友達と心に残ったところを伝え合い音読を聞き合うことで、物語の楽しみ方
を広げていきたい。単元の終末には、物語を単に音読するだけでなく、比喩表現などから得たイメージを声の大
きさや速度に反映させた『スイミー発表会』を行う。子どもが自分のお気に入りの場面について、叙述を引用しな
がらその魅力を友達に伝え合う姿を、本単元の出口とする。 
 
　子どもたちはこれまで、物語が複数の場面で構成されていることや、中心人物に着目して読むことを学習して
きた。特に、会話や行動から登場人物の気持ち（心情の背景）を想像し、音読に反映させる経験を積んでいる。
それらの学習を踏まえ、本単元では物語の中で特に心に響いた箇所を見つけ、カードにまとめる活動を行う。単
に「好き」で終わらせるのではなく、「なぜその表現に心ひかれたのか」という理由を、自身の体験や知識と結び
付けて叙述から見つけ出せるようにしたい。自分なりの感想を持ち、思いを込めて音読することで、主体的に物
語を楽しむ態度を養うことをねらいとする。 
 
　本学級の子どもは、物語を読むことを好む一方で、登場人物の心情を表面的な言葉（嬉しい、悲しい等）だけ
で捉えてしまう傾向がある。そこで、本単元では『〜のような』という比喩表現の面白さに触れ、視覚的・感覚的な
イメージを広げることで、言葉の裏側にあるスイミーの驚きや感動を共感できるようにしたい。子どもたちが比喩
表現を言葉の知識としてだけでなく、情景として捉えられるよう、視覚資料（いせえび、水中ブルドーザー等の実
物投影）を提示する。それにより、『なぜスイミーはこのように例えたのか』という問いに対して、形・色・動きなどの
多角的な視点から根拠を見つける力を養う。また、一人では解決できない困難に対し、知恵と勇気で立ち向かう
スイミーの姿から、集団の中での個性の生かし方について考える一助としたい。 



 
 
６　指導と評価の計画（全11時間　本時6時間目／11時間） 

時間 学習課題　・　学習内容 評価する内容・方法 

１ 
・ 
２ 

〇既習事項を確かめ、単元の見通しをもつ。 
・単元のめあてにつなげるために、今までに読んできた物語文の「好きなとこ
ろ」や「いいなとおもったところ」を中心に交流する。 
・「スイミー」を読んで心に残ったところを書き、感想や問いをもつ。 
・教材分を通読し、話を一文でまとめる。 
・単元の最後に物語の好きなところ（いいなとおもったところ）について伝え合う
ことを確認する。 
 
〇どんなお話か確かめる。 
・全文音読をし、六つの場面に分ける。 
・場所や出来事などでひとまとまりになっているところを「場面」ということを確認
する。 
・登場人物を確認する。 
・単元末の「スイミー発表会」に向けて、見通しをもつ。 

［知識・技
能］① 
 
 
 
 
［思考・判
断・表現］
① 

発言、
ノート、
ふりか
えり 
 
 
 
発言、
ノート、
ふりか
えり 
 
 

３ 
～８ 
 
６​
本時 
 
 
 

■場面ごとに心に残ったところを1文で見つける。 
◯第一場面から、スイミーの特徴や様子を読み取る。 
・音読する。（第一場面） 
・「スイミー」について説明されている事柄を見つける。 
・スイミーたちが楽しく暮らしている様子を読み取る。 
・心に残ったところを1文で見つける。→スイミーカード①に書く→音読する。 
◯第二場面の出来事を捉え、スイミーときょうだいたちの行動や様子を想像し
ながら読み取る。 
・音読する。（第二場面） 
・まぐろがつっこんできたときの様子を読み取る。 
・具体的に場面の様子を想像することができるように、「～みたいに」「つっこん
だ」「だけ」などの言葉に着目する。 
・心に残った一文を見つける。→スイミーカード②に書く→音読する。 
◯第三場面の出来事を捉え、ひとりぼっちになったスイミーの行動や様子を想
像しながら読み取る。 
・音読する。（第三場面） 
・何が「こわくて」「さびしくて」「かなしかった」のかを読み取る。 
・心に残った一文を見つける。→スイミーカード③に書く→音読する。 
◯第四場面の出来事を捉え、スイミーやスイミーが見つけたものの様子を想像
しながら読み取る。 
・音読する。（第四場面） 
・スイミーがどんなすばらしいものを見つけたのかについて考え、話し合う。 
・「すばらしいもの」に着目し、スイミーが見つけたすばらしいものが分かる叙述
に線を引く。 
・見つけた叙述を確認し、みんなで話し合う。 
・すばらしいもの・おもしろいものを見つけたとき、「スイミー」が思った事をノート
に書く。 
・スイミーが元気をとりもどす様子を読みとる。 
・心に残った一文を見つける。→スイミーカード④に書く→音読する。 
〇第五場面の出来事を捉え、スイミーの行動を読み取り、様子や行動の理由
を想像しながら読み取る。 
・音読する。（第五場面） 
・「スイミー」が「小さなさかなのきょうだいたち」を見つけたときの気持ちをノート
に書く。 
・心に残ったを一文を見つける。→スイミーカード⑤に書く→音読する。 
〇第六場面の出来事を捉え、大きな魚を追い出したスイミーたちの行動を捉
え、様子を想像しながら読み取る。 
・音読する。（第六場面） 
・「スイミー」はどんな気持ちで「ぼくが目になろう」と言ったと思うか考える。 
・スイミーが「ぼくが、目になろう。」と言ったわけを考える。 
・心に残った一文を見つける。→スイミーカード⑥に書く→音読する。 

［思考・判
断・表現］
① 
 
［思考・判
断・表現］
② 
 
［主体的に
学習に取
り組む態
度］① 

発言、
ノート、
カード.
ふりか
えり 



９ 
～ 
１１ 

◯お話全体で心に残ったところを見つける。 
・自分が心に残ったところ、そう思う理由を考える。。 
・六つの場面の中から自分の心に残ったところを選び、その理由を書くことがで
きるように、心に残ったところを書きためたカードを活用する。 
 
◯好きなところを伝え合う（スイミー発表会） 
・自分の好きな叙述やその理由を「スイミーカード（仮）」にまとめる。 
・好きなところと好きな理由を伝え、どのように音読すれば好きなところが伝わる
かを考えて声に出して読む。 
・友達の好きなところと好きな理由、音読を聞いて、感想を伝える。 
・互いのよさや共通点、相違点に気付いたり、読むことの楽しさを味わったりす
ることができるようにするために、ペアまたはグループで好きな場面とそのわけ
を伝え合う。 
 
◯単元の学習を振り返る。 

［主体的に
学習に取
り組む態
度］① 

発言、
ノート、
カード.
ふりか
えり 

 
７　本時の学習 
(1) 目標 
スイミーが元気を取り戻した理由を考えることを通して、心に残った表現について理由とともに伝えることができ
る。（思考力・判断力・表現力等） 
(2) 展開　　　　　　　　　　 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時までの学習活動を振り返り、本時の課題を知る。 
・おそろしいまぐろがきて、仲間をみんなのみこんでし　まいま
した。 
・スイミーはひとりぼっちになってしまいました。 
 
 
 
 
 
 
 
２．本文を音読し、スイミーが見た「すばらしいもの」　「おもし
ろいもの」を確認する。 
・くらげを見つけたよ。 
・にじ色のゼリーのようなくらげだよ。 
・いせえびもいたよ。 
・水中ブルドーザーみたいないせえびだよ。 
・こんぶやわかめは、ドロップみたいな岩から生えるんだよ。 
・ながいうなぎもいたよ。 
・かぜにゆれるももいろのやしの木みたいないそぎんちゃくに
も出会ったね。 
 
３．比喩のある表現とない表現の違いを考える。 
・「にじ色のゼリーのようなくらげ」 
　ゼリーみたいにプルプルしているのかな。 
・「水中ブルドーザーみたいないせえび」 
　ブルドーザーみたいに強そう。 
・「ドロップみたいな岩から生えている、こんぶやわかめの林」 
　きれいな色がたくさんありそう。 
・「かぜにゆれるもも色のやしの木みたいないそぎんちゃく」 
　いそぎんちゃくはゆらゆらゆれているのかな。 
 
 
 
　 
４．スイミーが元気を取り戻した理由を考える。 
・にじいろのゼリーみたいなクラゲがきれいで、見とれているう
ちに悲しいのを忘れたんじゃないかな。 

・本時の学習の見通しがもてるよう一～三場
面の様子やスイミーの様子を想像したことを
振り返ることができるようにする。 
・本時はスイミーの気持ちや場面の様子を想
像しながら四場面を読み、心に残った一文を
見つけそのわけも考えることを確認する。 
 
 
 
 
・どんな生き物が出てきたか言葉を確かめた
り、動作化したりしながら場面の様子を具体的
に想像できるようにする。 
・スイミーが見つけた「すばらしいもの」や「お
もしろいもの」に線を引くように伝えることで比
喩表現に着目できるようにする。 
・「ような」「みたいな」は、たとえの表現である
ことをおさえ、何を伝えたい（強調したい）のか
気付くことができるようにする。 
 
・比喩がある場合とない場合の２通りの読み方
で提示することによってことばの伝わり方の違
いに気付くことができるようにする。 
・比喩を根拠に、どのような生き物なのかを想
像することで物語の世界観をより豊かに捉
え、場面の様子を具体的にイメージできるよう
にする。（例えば「虹色のゼリー」という比喩を
根拠に、どのような生き物なのかを想像するこ
とで、クラゲの透明感や美しさ、柔らかさを具
体的にイメージし、海の世界の不思議さに触
れるようにする。） 
 
 
・元気を取り戻したスイミーの気持ちを想像す
ることができるように「すばらしいもの」「おもし
ろいもの」「見るたびにだんだん」とういう言葉
に着目できるようにする。 
・スイミーが様々な生き物に出会うことで、心



・「〜みたいな」があるからいせえびは力強い感じがして好き
だよ。だからスイミーも心が強くなって元気をもらったと思うよ。 
・「ドロップみたいな〜」と書いてあると海がとってもきれいなこ
とが伝わるから好きだよ。 
・見たこともないおもしろいものがいっぱいあってわくわくした
んじゃないかな。 
・真っ暗なところから明るい場所に出てきて安心したんだと思
うよ。 
・ひとりぼっちじゃなくて海にはたくさん仲間（生き物）がいるん
だと気づいたんじゃないかな。 
・じっとしているより泳いで色々見つける方が楽しいって気づ
いたんじゃないかな。 
 
５．本時の学習を振り返り、次時の見通しをもつ。 
・「『にじ色のゼリーのようなくらげ』という一文が心に残りまし
た。キラキラしてきれいなクラゲを想像しました。こんなにきれ
いなものを見たから、スイミーは悲しい気持ちを忘れて元気に
なったのだと思います。」 
・「『水中ブルドーザーみたいないせえび』という一文が心に
残りました。強そうでかっこいいいせえびに会って、スイミーは
ワクワクしたから元気が出たのだと思いました。」 
 
 
 

が前向きになっていることに気付くことができ
るようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「四場面の〇〇が心に残ったよ（好きだよ・
いいとおもったよ）。そのわけは…」と考えをま
とめたり友だちの心に残ったところを伝え合っ
たりする時間を設定することで、友達との感じ
方の違いや、自分の考えが「言葉一つで、世
界の見え方がこんなに変わるんだ」という発見
につながったり、物語に対する自分なりの解
釈をより鮮やかで豊かなものになったりするな
どの深まりを実感することができるようにする。 
・困っている子どもには、他の子どもと交流す
ることで、自分の考えを整理してみたり、これ
までに学習したカードをふりかえってみたりし
ながらカードにまとめることができるようにす
る。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 



概ね満足できると判断される状況
に加え、自分が心に残った表現
を、叙述（本文の言葉）を根拠にし
て友達に伝えている。 

スイミーが元気を取り戻した理由を
もとに、比喩表現に着目しスイミー
の気持ちになって音読し、心に
残った表現について理由を伝える
ことができている。 
（十分満足できると判断される状 
況にするための手立て） 
自分の考えを友達に伝える際に
は、「私は、○○の一文が心に残り
ました。～という言葉が□□みたい
だと思ったので好きです。」などの
話の構成メモを提示し、叙述を根
拠に話せるよう促す。 

比喩表現が抽象的でイメージを持
ちにくい子どもには、実物や写真
などの視覚資料を提示し、比喩の
元となる物の特徴を確認できるよう
にする。 

 
 
 


